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養父市 「地方創生のための市民意識アンケート調査」ご協力のお願い 
 

日頃は、市政へのご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

全国的にも人口減少社会を迎え、政府は、地方が消滅することを防ぎながら活力を取り戻すことを

目的として、国を挙げて「地方創生」への取組を開始しました。 

養父市においても、人口減少を食い止め「養父市創生」のため、今後あらゆる手段を講じていきま

す。この一環として今般、市民のみなさまに「養父市に住み続けるためにはどうしたらいいか」「人口

減少を食い止めるためにはどうしたらいいか」などについて率直なご意見やご提案等をお伺いし、市

政に生かしていくために本アンケート調査を実施させていただくことになりました。 

ご多忙のところお手数をおかけいたしますが、本アンケート調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、ご回答いただいた内容及び個人情報につきましては、統計的な処理や分析を行うこと以外に

他の目的で使用することは一切ありません。 

  

【アンケートの目的】 

人口減少を食い止め、活力あるまちにするため養父市に住むことや子どもを産み育てることについ

て市民のみなさまのご意向やご意見を把握し、今後、養父市が策定する総合戦略に資するための基礎

的な資料収集を目的としています。 

 

【アンケートの対象者】 

養父市内に居住する20歳以上の市民（年代ごと無作為抽出）3900人を対象にしています。 
（平成27年6月22日現在） 

 

【アンケート票の返送について】 

 ご記入いただきましたアンケート票は、同封の返信用封筒（切手貼付不要）にて 

７月２０日（月）までにご投函ください。 

 

 ※アンケートについて、ご不明な点やご質問等がありましたら、下記までお問い合わせください。 

 

 

【問い合わせ先】 
  
養父市役所 企画総務部  

国家戦略特区・地方創生課 

  住 所：〒667-8651 

養父市八鹿町八鹿1675 

T E L ： 079-662-3169（直通） 

 F A X ： 079-662-7491 

E-mail：tokkusousei@city.yabu.lg.jp 
  

資料５-１ （案） 

mailto:tokkusousei@city.yabu.lg.jp
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はじめに、あなた自身のことやご家族について 

F1 性別をお答えください。(○は1つのみ)           F2 年齢をお答えください。 

1.男性   2.女性                       満     歳 （平成27年6月1日現在）  

 

Ｆ3 現在お住まいの地域はどちらですか。                                                             

下記の「自治協単位」でお答えください。（◯は１つのみ）      

（八鹿）  1.八鹿    2.小佐    3.高柳    4.伊佐    5.宿南 

（養父）  6.建屋    7.三谷    8.浅野    9.広谷    10.養父 

（大屋） 11.口大屋   12.大屋    13.南谷    14.西谷 

（関宮） 15.大谷    16.関宮    17.出合    18.熊次 

F４ 養父市に通算何年お住まいですか。(○は1つのみ) 

1.＜3年未満＞  2.＜3年～5年未満＞  3.＜5年～10年未満＞  4.＜10年～20年未満＞ 

5.＜20年～40年未満＞   6.＜40年以上＞ 

F５ あなたの主な職業をお答えください。(○は1つのみ) 

1.農林業    2.製造業    3.小売・卸売業   4.サービス業    5.建設業 

6.運輸業    7.公務員    8.その他の産業    9.無職       10.専業主婦 

11.学生    12.その他（具体的に：                          ） 

F６ あなたはどのような立場で仕事をされていますか。(○は1つのみ)  

1.事業主  2.正社員  3.契約・派遣社員  4.パート・アルバイト  5.その他 

F７ あなたの「同居」している家族の形態はどれにあたりますか。(○は1つのみ)  

1.単身（一人暮らし）        2. 夫婦のみ    3. 親と子ども  

4. 親と子どもと孫（三世代同居）   5. その他（          ） 

 

あなたのお住まいの周辺環境と今後の定住について 

問１ あなたのお住まいの地域の人口減少の度合いは、１０年前と比べてどのように感じていますか。       

(○は1つのみ) 

1.人口は増えていると思う     2.若者も多く、人口が減っているとは思わない 

3.若者は少なくなったが、人口はそんなに減っていない     4.人口は徐々に減っている 

5.人口はかなり減っている     6.集落の消滅の危機があるように感じる 

7.その他（具体的に                       ） 

問２ あなたは生活する上で不便・不満を感じることはありますか。（○はいくつでも） 

1.買物がしにくい   2.飲食店が少ない   3.レジャー娯楽施設が少ない 

4.医者にかかるのが不便である         5.介護サービスが受けにくい 

6.移動する手段がなく不便である       7.いざという時に相談する人がいなく不安である 

8.地域の付き合い（行事・会議等）が大変である 

9.その他(具体的に                        ） 
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問３ 養父市で生活する上で、暮らしやすさの環境をどう感じていますか。以下の①～⑪の環境それぞれについ

て、「1.よい」「2.まあよい」「3.どちらともいえない」「4.よくない」「5..悪い」のどれかに○をつけてくだ

さい。①～⑪以外にあれば、⑫に具体的に書きいれ、お答えください。 

項目 その現状はどうですか 

① 住宅環境 1.よい 2.まあよい  3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

② コミュニティの環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

③ 治安のよさ 1.よい 2.まあよい  3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

④ 防災の環境 1.よい 2.まあよい  3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑤ 交通の便 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑥ 買い物のしやすさ 1.よい 2.まあよい  3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑦ 医療福祉の環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑧ 子育ての環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑨ 教育の環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑩ 芸術・文化活動の環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑪ 働く場の環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

⑫(            )の環境 1.よい 2.まあよい 3.どちらともいえない 4.よくない 5.悪い 

問４ 今後、お住まいの地域に住み続けたいですか。(○は１つのみ) 

1.今の場所に住み続けたい        2.市の中心部に移り住みたい  

3.市の郊外に移り住みたい 4.できれば市外へ移り住みたい          

5.わからない 

 

  

「結婚、出産、子育て」について 
－ ２０代～４０代の男女におたずねします －  ５０代以上の方は「問９」にお進みください。 

問５ あなたは独身ですか。(○は1つのみ)  

1.はい（現在配偶者がいない方）     2.いいえ（現在配偶者がいる方） 

 

問６ 問５で「はい」と答えた方におたずねします。あなたの結婚についての考え方はどれに該当しますか。  

（○は1つのみ） 

1.結婚（再婚）したい   2.結婚（再婚）する気はない    3.わからない 
 ⇒問６－１へ             ⇒問６－２へ  ⇒問７へ 

 

問６-１ 問６で「結婚したい」と答えた方におたずねします。現在、独身である理由はなんですか。 

（○は3つまで） 

1.まだ結婚するには若いから           2.まだ一人の方が自由で気楽だから  

3.結婚したいと思える相手がいないから      4.出会いが少ないから 

5.しばらく仕事に没頭したいから            6.趣味や好きなことをしていたいから 

7.十分な所得がないから               8.子育てに不安があるから 

9.親や周囲が同意しないから       10.親や周囲が結婚しろと言わないから 

11.結婚生活のための住居のめどがたたないから 11.その他(具体的に:          ) 
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問６-２ 問６で「結婚する気はない」と答えた方におたずねします。その理由はなんですか。 

（○は3つまで） 

1.結婚する必要性を感じないから        2.一人の方が自由で気楽だから  

3.仕事一筋で生きたい                  4.趣味や好きなことをしていたいから 

5.十分な所得がないから              6.子育てに不安があるから  

7.結婚生活に自信がないから          8.その他(具体的に:            ) 

 

問７ 子どもを持つことについての考え方をお答えください。あなたの考えに近いものを選んでください。 

（○はいくつでも） 

1.子どもを持つことは自然なことである     2.自分の子孫を残すことができる 

3.子どもを持つことで周囲から認められる    4.子どもがいると生活が楽しく豊かになる   

5.子どもは老後の支えになる          6.子どもは将来の社会の担い手になる 

7.子どもは夫婦関係を安定させる        8.好きな人の子どもを持ちたいから 

9.配偶者や親など周囲が望むから       10.自分の家の家名を残すことができる 

11.自分の自由な時間が制約される            12.経済的な負担が増える 

13.身体的・精神的な負担が増える       14.その他（具体的に:             ） 

問７-１ 現在の子どもの人数をお知らせください。(○は１つのみ) 

1. 0人    2. 1人    3. 2人    4. 3人    5. 4人以上 

 

問７-２ 希望する子どもの人数は何人ですか。(○は１つのみ) 

1. 0人   2. 1人   3. 2人   4. 3人 5. 4人以上 6. わからない 

 

問７-３ 希望する子どもの人数についての見通しをおたずねします。(○は１つのみ) 

1.すでに実現している          2.早く結婚できれば実現できると思う  

3.経済的環境が整えば実現できると思う  4.経済的な理由で実現は難しいかもしれない 

5.年齢的に難しいかもしれない      6.その他（具体的に:           ） 

7.わからない 

問８ 現在のあなたの子育て環境についてお知らせください。これから子どもを持つ方も想定される環境をお答

えください。(○はいくつでも)  

1.三世代同居で親が孫の面倒をみてくれる   

2.夫婦いずれかの親が市内または近隣の市外におり面倒をみてくれる 

3.隣近所の住民が子どもの面倒をみてくれる    4.母親どうしのネットワークがある 

5.自分たちだけで子どもの面倒をみている     6.保育所など公共のサービスを利用している 

7.その他（具体的に：                                      ） 

問８-1 養父市では保育料の軽減、中学 3 年生以下の医療費無料、高校生通学費の補助等制度の充実につ

とめています。その他子育てについて市に期待することをお答えください。(○は2つまで) 

1.保育所や休日保育、学童保育の環境を充実してほしい 

2.公園や遊び場などを充実してほしい   

3.子育て中の母親のネットワークを作ってほしい 

4.育児休業がとりやすい職場環境を整備してほしい 

5.高校までの学費補助を充実してほしい  

6.大学進学時の経済的負担を軽減する奨学金など市の制度をつくってほしい 

7.その他（具体的に：                   ） 
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問８-2 あなたの子どもの将来のため、整備して欲しいと思う環境はありますか。(○は2つまで) 

1.郷土に愛着や誇りをもってもらえる環境づくり 

2.人へのいたわりの気持ちがもてる環境づくり 

3.チャレンジ精神を高めることのできる環境づくり 

4.自分の専門性をより高めることのできる環境づくり 

5.国際性を身につけることのできる環境づくり 

6.手に仕事がもてる教育の環境づくり 

7.その他（具体的に：                              ） 

 

「仕事（雇用）」について 
～全員におたずねします～ 

問９ あなたの仕事についての考え方を教えてください。(○は１つのみ) 

1.現在の仕事を続けたい 

2.正社員になって仕事を続けたい 

3.現在の仕事を続けながら他の仕事も兼業できるようにしたい 

4.いい仕事があれば移住してでも転職したい 

5.仕事に就いていないので、いずれ仕事をしたい 

6.いずれ起業したい 

7.その他（具体的に：                                                         ） 

8.仕事はしない 

問９-1 現在のあなたの仕事に関連して、「こうして欲しい」ということがありますか。(○は１つのみ) 

1.現在の仕事に満足している          2.賃金がもっと増えたらいい 

3.労働時間を短くし、家族との時間をもちたい  4.非正規雇用を解消したい  

5.産休明けに働きやすくして欲しい  6.就業規則を変えて兼業ができるようにして欲しい 

7.その他（具体的に：                                   ） 

問10 養父市内の仕事の機会を充実させるためにどのような施策が必要だと思いますか。(○は２つまで) 

1.外部から企業や工場をもっと誘致すべき     2.起業できる環境を整えるべき 

3.農林業で就業できる環境を用意すべき      4.観光業に力をいれるべき 

5.市内の既存企業が拡大できるよう支援すべき   6.その他（具体的に:                ） 

問10-1 あなた自身が事業を立ち上げる「起業」についての意識をお伺いします。(○は１つのみ) 

1.是非起業して事業を立ち上げてみたい  2.条件が整えば起業してみたい 

3.起業は考えていない          4.すでに起業している 

5.その他（具体的に：                                   ） 

問10-２ あなたは農業にどのような関心がありますか。(○は1つのみ)  

1. すでに農業に関わっており今のまま継続したい  2. 機会があれば農業に関わってみたい   

3. 条件が整えば兼業で農業をしてみたい   4. 専業として積極的に農業に取り組みたい 

5. 6次産業（農作物を生産・加工し販売すること）をやってみたい 

6. 農業には関心がない           7. 農業をやめたい 

8. その他（具体的に：                                     ） 
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「Ｕターン」や「I ターン」について 
～全員におたずねします～ 

          ※Uターン・・・養父市で生まれ育ち都市部に移住した者が、再び養父市に戻って働くこと 

I ターン・・・都市部などで生活していた者が、養父市に移住すること 

問11 あなたの子どもや孫、兄弟（15歳以上40歳未満）で以下に該当する方がいればお答えください。 

(いくつでも○をつけ、その人数と住んでいる都道府県を教えてください) 

                                 人数     都道府県名 

1.現在、養父市外に住んでいて、今後はもどってくると思う   （    人）（        ） 

2.現在、養父市外に住んでいて、今後ももどってこないと思う  （    人）（        ） 

3.今後、養父市外に住みそうだが、いずれもどってくると思う  （    人）（        ） 

4.今後、養父市外に住みそうだが、もどってこないと思う    （    人）（        ） 

5.現在も今後も、市外に住みそうな人はいない         （    人）（        ） 

問 11-１ 市外に出ている家族が戻ってくる（Ｕターン）ために特に必要なことは何だと思いますか。  

(○は２つまで) 

1.住む場所がある   2.働く場が選べる環境がある 

3.他所で蓄積したノウハウを生かして起業できる環境がある 

4.生まれ育った環境で子育てをしたいと思える養父市への愛着がある 

5.養父市へのＵターンを待っている家族や友人などの存在がある 

6.ショッピング・娯楽施設が充実している 

7. その他（具体的に:                                       ） 

問12 養父市を活性化するためには、外部からの移住者（Iターン）や二地域居住者（都会と養父市の両方に住

む人）を増やすという考え方があります。あなたはこれについてどう思いますか。(○は１つ) 

1.どんどん増やしたらいい         2.地域にあう人を対象にして受け入れたらいい 

3.移住者を受け入れることには反対である   4.わからない 

 

  問12-１ 養父市が移住者（I ターン）や二地域居住者を増やそうとした場合、どのような施策があったら

よいと思いますか。(○は３つまで) 

1.モデル地区を決めて移住しやすい環境をつくる 2.仕事や住まいの移住確保を支援する 

3.地域全体の受け入れに対する理解が深まるよう啓発する 

4.外国人も受け入れられやすい環境をつくる 

5.その他（具体的に：                                    ） 

6.何も支援する必要はない 

 

問12-２ 移住者を受け入れるためには住居の確保が必要になります。そのため移住者が空き家を活用する

ことも考えられますが、これについてあなたのご意見をお聞かせください。(○はいくつでも) 

1.自分や家族が空き家を持っているので貸すか売るかしたい 

2.知り合いが空き家を持っているので紹介したい 

3.直接貸すことは不安なので信頼できる組織があればそこに貸したい 

4.不動産業者の力を借りるよう工夫をすべきだ 

5.市が住む場所をつくるべきだ 

6.その他（具体的に：                               ） 
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今後、養父市が進むべき方向や必要な施策について 
～全員におたずねします～ 

問13 養父市は今後どういうまちになって欲しいと考えますか。(○は３つまで) 

1.豊かな自然を生かせるまち           2.農業や林業の活発なまち 

3.企業や工場などがたくさんあるまち       4.観光が活発なまち                

5.自分で起業できるまち             6.国際的な環境があるまち 

7.子どもを安心して産み育てることのできるまち  8.医療・福祉が充実したまち 

9.多くの人が移住してくるまち          10.行政サービスが充実したまち 

11.その他（具体的に：             ） 

問14 平成23 年に策定した養父市総合計画では、平成32 年度の人口を26,000 人にしたいという目標を

もっています。これについてどのようにお考えですか。（参考；平成 27 年５月の養父市人口は、25,297 人です）。   

(○は１つのみ) 

1. 合併時の30,000人ぐらいの人口を目標にしてもよい 

2. 10年前（平成17年国調）の28,000人ぐらいを目標にする 

3. 26,000人の目標のままでよい 

4. 現在人口の維持を目標とすべきである 

5. 減少幅を少しでも少なくする目標をもつ 

6. 減少するままの自然体でよいのではないか 

7. わからない  

問15 養父市の「まちづくり」や「人口目標」を達成するために、次の4本柱があるとしたら、何に最も重点

をおくべきと考えますか。(○は１つのみ) 
 
1.安心・安全な暮らしを守る        2. 若い世代の結婚・出産・子育てを支援する 

3.安定した雇用をつくる          4. Ｕターン・Ｉターンなど新しい人の流れをつくる 

5.その他（具体的に：                                     ） 

 

問 16 養父市が人口減少に歯止めをかけるために充実すべき優先順位の高いと思う施策は何ですか。     

(全体で○は5つまで) 

  （安心・安全な暮らしを守る） 

1.買い物や医者にかかる不便さをなくす 2.交通移動しやすい環境を整える 

3.町中（まちなか）などへの移住を支援する 4.郷土愛をはぐくむ環境をつくる 

（若い世代の結婚・出産・子育てを支援する） 

  5.早婚の風土を復活する         6.出産が終わったら復職しやすいよう支援する 

7.三世代同居を支援して子育て環境を整える 8.若者向けのアパートや分譲地などを整備する 

9.高校までの教育費を無償化する 10.高校までの医療費の無償化を行う 

（安定した雇用をつくる） 

11.市内企業の成長を促し雇用を増やす  12.市外から企業や工場を誘致する 

13.個人の起業の支援を充実させる   14.農業に市民や企業が参加する支援を行う 

15.観光客を増やす施策を充実させる     16.市内に非正規雇用がなくなる施策を行う 

17.従業員に兼業を認め、その分若者の雇用を増やす   

（Ｕターン・Ｉターンなど新しい人の流れをつくる） 

18.大学生にＵターンを条件とした無償の奨学金作る  19.企業のＵターン採用枠拡大の支援をする 

20.移住者への資金的支援を行う 21.移住者の受入れを促進する組織をつくる 

22.空き家を安心して貸せる体制をつくる 23.その他（具体的に：           ） 
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問17 あなたは現在住んでいる地域や養父市に愛着（誇り）がありますか。(○は１つ) 

1.愛着がある        2.愛着はない        3.どちらともいえない 

問17-１ 養父市に愛着が生まれるとすれば、その理由はなんですか。（○はいくつでも） 

1.自分が生まれ育ったところだから   2.自然環境が豊かだから 

3.まつりや行事などの伝統文化的環境があるから 

4.子育てに適した環境があるから    5.自分に向いた仕事場があるから 

6.地域の人々に対する想い          7.家族や仲間に対する想い        

8.先祖代々から続く家や土地の継承 

9.その他(具体的に                                 ） 

問18 養父市民として誇りに思い自慢できるもの、将来に残したいものは何ですか。それぞれの分野ごとに名

称（名所、人物、史跡、施設、伝統行事、動植物など）をご記入ください。 

分野 誇りに思い自慢できるもの、将来に残したいもの 

①自然 
 

②史跡・偉人 
 

③伝統産業・文化 
 

④特産品・工芸品 
 

⑤観光 
 

問19 養父市が今後も活力みなぎるまちであり続けるために、ご意見やご提案をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて、７月２０日（月）までに投函してください。（切手は不要です） 


